































































































































Malikから依頼されたMuḥammad Ḥusayn b. ‘Alī Kašmīrīは、既に存在していたアクバル宮
廷訳の縮約版とBSを参照しつつ、Rājataraṅgiṇīのサンスクリット原典をも参照してそれら
2書の記述を検証し、新たなTārīḫ-i Kašmīrを編纂した。そして、それを基にして、今度は
Ḥaydar Malikが自らTārīḫ-i Kašmīrを執筆した。彼のTārīḫ-i Kašmīrの成立をもって、「ペ
ルシア語カシミール地方史」の様式が確立することになる。  
第5章では、16世紀に編纂されたペルシア語の史書と聖者伝、すなわちSayyid ‘Alī著作









































































































































書の内容にも言及しながら、Sayyid ‘AlīのTārīḫ-i Kašmīrと‘Alī Kašmīrīの Tuḥfat 
al-Aḥbābという、ヌールバフシーヤ、反ヌールバフシーヤの立場に立つふたつの
ペルシア語史料の記述を検討し、カシミール地域における上記修道場の存在理由
の由来に説き及ぶ。続く第６章では、Sayyid ‘AlīのTārīḫ-i Kašmīr、Bahāristān-i 
Šāhī、Ḥaydar MalikのTārīḫ-i Kašmīrという３点のペルシア語史料中に見えるスー
フィーと在地有力者にまつわる逸話の内容や歴史的背景が分析されRājataraṅgiṇī
などを典拠とするカシミールの歴史を利用しながらスーフィー（イスラーム神秘
主義者）が在地有力者に支配の正統性や権威を賦与したことを、詳細な史料引用
により具体例を列挙することで巧みに論証している。 
 本論文の全体を通じて、サンスクリット、ペルシア語の双方に通じた論者の優
れた語学力、文献解読能力が遺憾なく発揮されており、南アジア・ムスリム文化
史、カシミール史に対して行なった本論文の歴史文献学的研究の成果に高い評価
が与えられることは疑いを容れないであろう。17世紀のフランス人著作家ベルニ
エが既にその歴史的な価値を認識していたRājataraṅgiṇīのペルシア語訳がいかな
る性格と背景を持ちながら成立したものか、それらが同時代のカシミール地方と
いかなる関連を持ち、後世への影響はいかほどのものであったか、イスラームの
カシミールへの浸透や定着はいかにして実現していったのか等の課題を、多数の
文献史料を博捜して本論文中で明らかにした論者の功績は、今後の南アジア地域
歴史文献研究の基盤や模範となるものであろう。 
 但し、本論文において全く瑕疵が見られないわけではない。特に第１章の主題
となっている14-16世紀カシミールのムスリム王朝史概説においてはいま少し綿
密な政治史研究と分析が望まれるが、それは充分な研究実績を蓄積した今後の論
者による研鑽によってたやすく実現されることになるであろう。 
以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あ
るものと認められる。なお、平成２７年５月２８日、調査委員４名が論文内容と
それに関連した事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、
公表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものと
することを認める。 
 
 
 
